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開会宣言
　矢野議長、定刻、代議員会の開会を告げ、会長
の挨拶を求める。

会長挨拶
河村会長　過去 2年間は新型コロナウイルス感
染症の影響により、対面での会議等をすることが
できませんでした。本日の会議は、これからの 2
年間、大いに飛躍を遂げるための舵取りを決める
会議ですので、本日はよろしくご審議をお願いし
たいと思います。

来賓挨拶
山口県知事（山口県健康福祉部 石丸審議監 代読）
　山口県医師会定例代議員会の開催に当たり、一
言ご挨拶を申し上げます。皆様方には平素から、
保健医療行政をはじめ県政全般にわたり、格別の
ご理解、ご協力をいただいており、心から感謝申
し上げますとともに、日夜、医療現場において良
質な医療の提供にご尽力をいただいていることに
対し、深く敬意を表します。
　とりわけ、新型コロナウイルス感染症対策にお
きましては、診療・検査はもとより、ワクチン接
種や自宅療養者への訪問診療など、多大なご尽力

をいただいていることに対し、重ねてお礼申し上
げます。
　さて、県政最大の課題である人口減少、少子高
齢化はその進行スピードが加速しており、この困
難に立ち向かい、山口県の確かな未来を切り開い
ていくことが必要です。このため、現在、県政運
営の指針である「やまぐち維新プラン」に基づき、
「産業維新」、「大交流維新」、「生活維新」の「3
つの維新」に掲げる重点プロジェクトをはじめ、
各種施策を推進していますが、計画期間の最終年
度となる今年度は、プランの目標達成を確実に成
し遂げ、その成果を新たな総合計画につなげてい
く重要な年であると考えています。
　中でも、県民誰もが希望を持って、いつまでも
安心して暮らし続けられる基盤を築く「生活維新」
を実現するためには、今般の新型コロナウイルス
感染症の状況を踏まえ、より県民のニーズに即し
た良質かつ適切な保健医療提供体制の構築や、地
域の保健医療を担う人材の確保等にしっかりと取
り組んでいかなければなりません。
　どうか県医師会の皆様方には、県民の命を守る
ため、新型コロナウイルス感染症対策に引き続き、
お力添えを賜りますとともに、地域医療の充実・
発展に向け、今後とも、ご支援・ご協力をいただ
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きますようお願い申し上げます。
　結びに、山口県医師会の今後ますますのご発展
と、本日ご参会の皆様方のご健勝とご活躍を心か
ら祈念いたしまして、ご挨拶といたします。

人員点呼
　矢野議長、出席代議員の確認を求める。
　事務局、確認の上、代議員定数 60名、出席代
議員 48名であることを報告。
　議長、定款第 25条に基づく定足数を充たして
いることから会議の成立を告げる。

議事録署名議員の指名
　矢野議長、議事録署名議員に次の 2名を指名。
　　清水　達朗（長門市）
　　佐々木映子（山口市）

議事（報告事項）
報告第 1 号　令和 3 年度山口県医師会事業報告
の件

今村副会長　令和 3年中に 24名の会員がご逝去
された。

―全員起立し、黙祷を捧げる

　実施事業の 8項目に関し説明する。
生涯教育
　中核事業である生涯研修セミナーでは、新型コ
ロナウイルス感染症に関する「住民・行政・医療
職協働の地域づくりとコロナ感染対策」をはじめ、
臨床のみならず、「医学・医療におけるゲノム編
集の潮流」などの幅広いテーマを取り上げ実施し
た。2月のセミナーでは、山口県まん延防止等重
点措置の期間延長に伴い、開催形態を通常の「会
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場のみ」から「会場及びWeb 視聴」に変更して
開催した。
　第 104 回山口県医学会総会は岩国市医師会の
引き受けにより開催予定だったが、新型コロナウ
イルス感染症蔓延防止のため、令和 4年度に延
期した。なお、小林会長をはじめ、2年越しのご
尽力により、去る令和 4年 6月 12日に成功裏に
終了した。この場をお借りして、感謝申し上げる。

医療・介護保険
　令和 4年度の診療報酬改定率は本体でプラス
0.43％、医科はプラス 0.26％となった。日本医
師会診療報酬検討委員会からの諮問である「次
期（令和 4年度）診療報酬改定に対する要望項
目の提出」への答申として、中国四国ブロックは
「オンライン診療の算定要件の厳格化」等の数項
目を要望した。
　「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上
の臨時的な取扱い」により、医療保険請求に関す
る 60 以上の特例的取扱いが実施されているが、
審査支払機関と緊密に連携し、対応を図った。
　コロナ禍に翻弄された 1年であったが、会員
から持ち上がる診療報酬の問題点等について、積
極的に日医へ進言した。その進言の基となるのは、
郡市医師会保険担当理事協議会及び社保国保審査
委員との協議会等から提出される意見であること
から、これら協議会等は非常に重要な意見交換の
場となっているため、感染防止対策を図った上で、
原則、集合形式により開催した。

地域医療
　各圏域の地域医療構想調整会議は、中止又は書
面開催となったが、「下関」圏域での公立・公的
病院の再編については、調整会議の合意により、
県内では 3か所目となる重点支援区域として国
へ申請することとなった。
　日本医師会主催の JMAT 研修では、災害時情
報通信訓練として、今回初めて、噴火火災を想定
した桜島噴火災害訓練が行われた。
　地域包括ケアシステムについては、今年度も郡
市医師会への取組に対して助成を行うとともに、
新型コロナウイルス感染症への対応として、高齢

者・障害者施設や医療機関等でのクラスター発生
時に感染対策指導や患者搬送・医療支援をする対
策チームへ登録し、県が実施する訓練や研修会へ
参加した。

地域保健
　令和 3年度に新たに設置した母子保健委員会
において、多職種連携強化のための対策等を協議
した。また、各市町及び各郡市医師会に対して「成
育支援事業の実施状況及び課題や問題点に関する
アンケート」を行い、これらにより判明した課題
等については、今後検討していく予定である。
　学校心臓検診精密検査医療機関研修会では、福
岡市立こども病院川崎病センターの古野憲司 先
生に「川崎病既往児童・生徒の遠隔期評価」につ
いて講演いただいた。
　山口県糖尿病療養指導士講習会を年４回開催
し、修了認定試験合格者 103 名を新たに「やま
ぐち糖尿病療養指導士」として認定した。資格保
有者は 878 名となった。
　健康教育委員会では、今年度のテーマを「帯状
疱疹」として、健康教育テキストを発行した。
　新型コロナウイルス感染症対策として、オミク
ロン株による急速な患者増加に対応するため、郡
市医師会を通して、自宅療養者に対する健康観察
や健康相談、診療に協力いただける医療機関の拡
充、治療薬の処方のための医療機関の登録、診療・
検査医療機関の拡充に努めた。

広報・情報
　コロナ禍で県民公開講座などの県民向けのイ
ベントが開催できない状況を踏まえ、有益でタイ
ムリーな情報を発信するため、令和 3年度より新
たに、「新型コロナウイルス感染拡大に伴う医療
の緊急事態について」等のテーマを決めて記者会
見を行い、県民に対して医療に関する情報を提供
することができた。
　より正確な花粉飛散予測の情報を県民等へ提供
することを目的に、令和 3年度から山口大学医
学部医学科システムバイオインフォマティクス講
座に「AI を用いた山口県におけるスギ花粉飛散
予測に関する研究」を依頼した。
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医事法制
　県医師会が受け付けた事故報告は、平成 30年
度が 18 件、平成 31 年・令和元年度は 13 件、
令和2年度は18件で、令和3年度は11件となり、
前年度に比べて減少した。
　医療事故調査制度の運営については、対象事案
の対応を図るとともに、調査の精度向上のため、
担当役職員が「医療事故調査制度に係る管理者・
実務者セミナー（e-learning）」（日本医師会）に
参加した。

勤務医・女性医師
　郡市医師会勤務医理事との懇談会は実地とオン
ラインを併用して開催し、新型コロナウイルスの
患者診察に関する取り組みや、苦労したこと等に
ついて情報交換を行うとともに、勤務医の医師会
活動への参加促進を行った。
　医師事務作業補助者の活用は勤務医の負担軽減
に資することから、オンラインで研修会を開催し
た。
　座談会は、「新型コロナウイルスと働き方改革
Part2」を、シンポジウムは「働き方改革について」
をテーマにハイブリッド形式で開催した。
　育児支援として、平成 21年度に設立した保育
サポーターバンクは、3月 31 日現在、総相談件
数は 224 件、バンク登録者は 82名である。
　女子医学生キャリア・デザイン支援として、女
子医学生インターンシップを実施していたが、2
年連続の中止とした。

医業
　山口県の「医業承継支援事業」の運営委託を受
け、まずはその基盤体制を検討した。また、県内
の病院勤務医（医師会員）に事業承継に関する意
識調査を行い、その調査結果を今後の事業に役立
てることとしている。
　新規事業として、会員又はその医療従事者が新
型コロナウイルスに感染あるいは濃厚接触等で休
業又は外来閉鎖を余儀なくされた場合の支援金制
度を創設し、申請のあった医療機関を支援した。

※詳細については本号 510 ～ 527 頁を参照。

議事（議決事項）
議案第 1 号　令和 3 年度山口県医師会決算の件

藤原理事　令和３年度の決算額は、収入の部は当
期収入合計が、5億 3,508 万 7,504 円、前期繰越
収支差額 7億 5,740 万 7,797 円と合わせ、収入合
計は、12 億 9,249 万 5,301 円となり、予算額に
対して 2億 2,910 万 2,301 円の増となった。これ
に対して支出の部は、当期支出合計が、4億 9,967
万 2,380 円で、予算額に対して 1,276 万 8,380 円
の増となった。当期収入から支出を差し引いた当
期収支差額は、3,541 万 5,124 円となり、その結果、
次期繰越収支差額は、7億 9,282 万 2,921 円となっ
た。
 
収入の部
　Ⅰの会費及び入会金収入は 2億 5,374 万 6,610
円で、予算額に対して 626 万 8,390 円の減となっ
た。これは主に入会金収入が 535 万円の減となっ
たためである。
　Ⅱの補助金等収入は 1億 2,682 万 5,716 円で予
算額に対して 2,701 万 9,716 円の増となった。そ
の内訳は 1の補助金収入は 3,424 万 9,500 円で、
予算額に対して、140 万 8,500 円の減となった。
新型コロナウイルス感染症の影響で、事業が実施
できなかったため、支出との関連において助成金
がなかったことによるものである。２の委託費収
入は 8,757 万 6,216 円で、予算額に対して 2,882
万 8,216 円の増である。新型コロナウイルス感染
症の影響で事業実施ができなかったため、委託費
収入が減った一方で、新たに県より新型コロナウ
イルス感染症自宅療養者健康確認等業務の 3,421
万 5,610 円を受託したことにより、委託費収入が
増加している。4の寄付金収入は予算額 40万円に
対し、決算額が 0となっているが、これは医学会
総会に係る寄附金で、令和 3年度は総会が新型コ
ロナウイルス感染症のため開催されなかったこと
によるものである。
　Ⅲの雑収入については、4,050 万円 8,208 円で、
予算額に対して 612 万 9,208 円の増となった。山
福株式会社からの配当金 800 万円の収入があった
ことによるものである。
　Ⅳの特定預金取崩収入は、1億 1,400 万円 6,970
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円で予算額に対して、2,050 万 5,970 円の増となっ
た。その主な理由は、職員の退職に伴う退職給与
引当預金の取崩しと資金運用のための財政調整積
立預金を取り崩したことによるものである。なお、
財政調整積立預金は資金運用のため保有していた
みずほ証券の債権が償還を迎え、新たに西京銀行
の定期預金での運用に切り替えたため、会計処理
として同額を取崩し・積立てを行ったもので、収
支への影響はない。
　以上で、当期収入は5億3,508万7,504円となっ
た。

支出の部
　Ⅰの実施事業の総額は、1億5,164万8,828円で、
予算額に対する執行率は 73.3％となっている。予
算額と決算額の差額は5,524万3,172円であるが、
県から新たに受託した新型コロナウイルス感染症
自宅療養者健康確認等業務 3,421 万円が含まれて
いるので、実質の差額は 8,945 万 8,782 円となり、
執行率は 62.9％となる。このうち、約 60％は新
型コロナウイルス感染症の影響で事業の執行がで
きなかったことによるものである。1の生涯教育
は 635 万 859 円の支出で、執行率は 44.4％となっ
ている。学術講演や地域医学会が開催できなかっ
たことによるものである。2の医療・介護保険は、
587 万 6,977 円の支出で、執行率は 48.2％であ
る。各種会議が開催できなかったことが主な要因
である。３の地域医療は、788 万 6,920 円の支出
で、執行率は 38.3％である。各種会議が開催でき
なかったことと、在宅医療推進に係る郡市医師会
からの助成申請が見込みを下回ったことによるも
のである。４の地域保健は、5,966 万 5,034 円で、
執行率は 167％である。これは、県から新たに新
型コロナウイルス感染症自宅療養者健康確認等業
務 3,421 万円を受託・実施したことによるもので、
これを除く実質の執行率は新型コロナウイルス感
染症の影響もあり、71.2％に留まっている。５の
広報・情報は、1,189 万 1,444 円の支出で、執行
率は 68.1％である。県民公開講座をはじめ各種会
議が開催できなかったことによるものである。６
の医事法制は、42万 7,580 円の支出である。執行
率は 7.3％となっており、各種会議が開催できな

かったことが要因である。７の勤務医・女性医師は、
2,085 万 8,596 円の支出で、執行率は 53.4％であ
る。各種会議が開催できなかったことと、臨床研
修センター運営事業で、レジナビ等が中止となっ
たことによるものである。８の医業は、3,869 万
1,418 円の支出で、執行率は 62.6％である。各種
会議が開催できなかったことと、医療従事者確保
対策で、医師会立看護学校に対する助成について、
助成申請が見込みを下回ったことによるものであ
る。
　Ⅱのその他の事業は山口県医師会労働保険事務
組合の図書費・会費や、団体扱い生命保険及びグ
ループ保険にかかる経費である。
　次にⅢの法人事業であるが、総額 2億 1,279 万
6,493 円で、執行率 86％となっている。１の組織
の支出は 2,968 万 3,454 円で、執行率 78.1％で
ある。各種会議が開催できなかったこと等により
不用額が発生したものである。２の管理費の総額
は 1 億 8,311 万 3,039 円で、本会を運営するた
めの毎年度経常的に要する経費である。執行率は
87.4％である。（1）の報酬は、役員報酬、顧問弁
護士・顧問会計士の報償金である。（2）の給料手
当と（3）の福利厚生費はほぼ予算どおりの執行率
となっている。また、各種会議が開催できなかっ
たことにより（4）旅費交通費、（5）会議費につ
いて執行率が低くなっている。
　Ⅳの借入金返済支出の 900 万円は、令和３年４
月１日で 70 歳になられた１号会員、また、１号
会員から２号・３号に変更された会員及び退会者
に対する会館運営借入金返済支出である。
　Ⅴの特定預金支出は 1億 2,586 万 9,499 円で執
行率は 546.2％である。これは、1億円の資金運
用に係る会計処理として、財政調整積立預金の取
崩し、積立てを行ったことによるものである。
　以上、当期支出合計は 4 億 9,967 万 2,380 円、
執行率は 102.6％となったが、予算額に計上してい
ない新型コロナウイルス感染症自宅療養者健康確
認等業務 3,421 万円と財政調整積立預金支出 1億
円を除いた通常ベースでの執行率は 75.1% となる。
　正味財産増減計算書について、経常収益は当年
度 4 億 2,108 万 534 円で、前年度に比べて 1 億
1,430 万 6,529 円の減となっている。これは、昨
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令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日まで
令和 3 年 度 山 口 県 医 師 会 収 支 計 算 書

（単位：円）収　入　の　部
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（単位：円）支　出　の　部
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正　味　財　産　増　減　計　算　書
令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日まで

（単位：円）
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年度は雑収益に山福株式会社の配当金の1億5,000
万円があったためである。これに対し、経常費用
は3億9,849万 4,817円で、前年度に比べて3,123
万 4,889 円の増となってる。これは新型コロナウ
イルス感染症関連で看護学校や休業医療機関への
支援等、支払助成金が 2,035 万円、新型コロナウ
イルス感染症自宅療養者健康確認等業務の委託費
が 3,421 万円増加した一方で、租税公課費が 3,003
万円減少したこと等によるものである。この結果、
当期経常増減額は 2,258 万 5,717 円となり、前年
度と比べて 1億 4,554 万 1,418 円の減となった。
期首残高の 21 億 7,197 万 2,579 円と合わせて、
期末の正味財産の残高は 21 億 9,455 万 8,296 円
となった。
　令和 3年度公益目的支出計画実施報告書につい
て、支出計画は令和 5 年 3 月 31 日までとなって
いるが、当該年度末日（令和 4年 3月 31日）の公
益目的財産残額は 982 万 824 円となっている。こ
の残額を令和 4年度で全額消費する必要があるが、
令和 4年度末では公益目的財産額 19 億 2,430 万
4,894 円を超え、計画を完了できる見込みとなって
いる。なお、同報告書は、事業年度の経過後 3か
月以内に山口県知事に提出することになっている。
　以上で令和 3年度決算の説明を終わる。なお、
決算内容及び公益目的支出計画実施報告書につい
ては公認会計士の点検を経て、監事の監査をいた
だいている。なにとぞ慎重にご審議のうえ、ご承
認いただくようお願い申し上げる。

監査報告
岡田監事　令和 3年度山口県医師会決算につい
ては、慎重に監査したところ、適正に処理され、
その収支は妥当なものと認める。
　　令和４年 5月 19日
　　　　　　　　　　監事　藤野　俊夫
　　　　　　　　　　監事　篠原　照男
　　　　　　　　　　監事　岡田　和好

採決
　矢野議長、採決に入る。議案第 1号について
採決に入る。賛成の議員の挙手を求め、挙手全員
により決議した。

議案第 2 号　山口県医師会役員（会長、副会長、
理事、監事）及び裁定委員選任の件

矢野議長　次に、「議案第 2号山口県医師会役員
（会長、副会長、理事、監事）及び裁定委員選任の件」
であります。
　（事務局長、議案第 2号を朗読）
　この件については、5月 19日開催の第 190 回
臨時代議員会において当選人が決定しておりま
す。本日は、定款第 32条第 1項の規定に基づき、
山口県医師会役員（会長、副会長、理事、監事）
及び裁定委員の選任決議を行います。
　今回の当選人は、第 190 回臨時代議員会にお
いて当選人と決議された方々であり、理事候補者
17 名、監事候補者 3名、裁定委員候補者 11 名
の選任について、役職毎に決議を行いと思います
が、ご異議はございませんか。
　（「異議なし」との声あり）
　ご承認ありがとうございます。それでは、全員
賛成により、議案第 2号について、理事当選人
17名の選任決議に入ります。
　会長候補者理事として加藤智栄 君、副会長候
補者理事として、沖中芳彦 君、中村　洋 君、理
事候補者として、竹中博昭 君、木村正統 君、
岡　紳爾 君、前川恭子 君、藤井郁英 君、茶川
治樹 君、藤原　崇 君、國近尚美 君、白澤文吾 君、
上野雄史 君、伊藤真一 君、長谷川奈津江 君、
縄田修吾 君、河村一郎 君、以上 17 名の選任に
ついて、承認することに賛成の諸君の挙手を求め
ます。
　（挙手全員）
　ありがとうございます。挙手全員ですので、
17名を理事に選任決議いたしました。
　続きまして、監事候補者 3名の選任決議に入
ります。
　監事候補者として、宮本正樹 君、友近康明 君、
藤野俊夫 君、以上 3名の選任について、承認す
ることに賛成の諸君の挙手を求めます。
　（挙手全員）
　ありがとうございます。挙手全員ですので、3
名を監事に選任決議いたしました。
　続きまして、裁定委員 11名の選任決議に入り
ます。



令和 4年 8月 山口県医師会報 第1944 号

506

　裁定委員として、平岡　博 君、杉山知行 君、
秀浦信太郎 君、砂川　功 君、三好正規 君、保田
浩平 君、淵上泰敬 君、守田知明 君、伊藤正治 君、
浅山琢也 君、小金丸恒夫 君、以上 11 名の選任
について、承認することに賛成の諸君の挙手を求
めます。
　（挙手全員）
　ありがとうございます。挙手全員ですので、
11名を裁定委員に選任決議いたしました。
　よって、議案第 2号は、原案のとおり決議い
たしました。

議案第 3 号　山口県医師会役員（会長、副会長）
選定の件

矢野議長　次に、「議案第 3号山口県医師会役員
（会長、副会長）選定の件」であります。
　（事務局長、議案第 3号を朗読）
　この件につきましては、議案第 2号同様に会
長候補者、副会長候捕者ともに、第 190 回臨時
代議員会において当選人と決議された方々であ
り、役職毎に決議したいと思いますが、ご異議は
ございませんか。
　（「異議なし」との声あり）
　ご承認ありがとうございます。それでは、議案
第 3号について、会長 1名、副会長 2名の選定
決議に入ります。
　会長の選定について、原案のとおり、加藤智栄 
君を会長に選定することに賛成の諸君の挙手を求
めます。
　（挙手全員）
　ありがとうございます。挙手全員ですので、
加藤智栄 君を会長に選定決議いたしました。
　次に、副会長の選定について、原案のとおり、
沖中芳彦 君、中村　洋 君を副会長に選定するこ
とに賛成の諸君の挙手を求めます。
　（挙手全員）
　ありがとうございます。挙手全員ですので、
沖中芳彦 君、中村　洋 君の 2名を副会長に選定
決議いたしました。
　よって、議案第 3号は、原案のとおり決議い
たしました。

議案第 4 号　令和 5 年度山口県医師会会費賦課
徴収の件

藤原理事　令和 5年度の会費の賦課につきまし
ては、第１号会員から第３号会員まで、すべて
令和 4年度と同様の内容となっている。また、
日本医師会会費賦課額については、令和 4年 6
月 26 日開催の第 152 回日本医師会臨時代議員
会において決定した額とすることになっている。

議案第 5 号　令和 5 年度山口県医師会入会金の件
藤原理事　令和 5年度山口県医師会入会金につ
いては、令和 4年度と同様の内容となっている。

議案第 6 号　令和 5 年度役員等の報酬の件
藤原理事　一般社団法人山口県医師会定款第 36
条の規定により、理事及び監事に対して、代議員
会において定める総額の範囲内で、代議員会にお
いて別に定める報酬等の支給の基準に従って算定
した額を報酬等として支給することができるとさ
れている。その額は、令和 4年度と同額の 1,202
万円である。

採決
　矢野議長、採決に入る。議案第 4号、第 5号
及び第 6号について一括採決に入る。賛成の議
員の挙手を求め、挙手全員により決議した。

議案第 7 号　顧問の委嘱に関する件
河村会長　顧問の委嘱につきましては、定款第
38 条に規定されており、代議員会の決議を経て
会長が委嘱することになっている。
　つきましては、議案にお示しの 18名に顧問の
委嘱をしたいと思うので、ご承認をいただくよう、
よろしくお願い申し上げる。

採決
　矢野議長、採決に入る。議案第 7号について
採決に入る。賛成の議員の挙手を求め、挙手全員
により決議した。

次期会長挨拶
加藤次期会長　代議員の先生方、本日は役員の選
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任・選定、誠にありがとうございました。第 26
代の会長として会を盛り上げていきたいと思って
おります。本日をもって退任されます河村会長、
今村副会長、清水専務理事、郷良常任理事、山下
理事、お疲れ様でした。新しく理事に選任されま
した、岡　理事、竹中理事、木村理事、藤井理事、
國近理事、それから宮本監事、友近監事、県医師
会へようこそお越しくださいました。
　私と県医師会との関わりは、平成 21年に広報
委員に就任し、22 年に日本医師会の代議員にし
ていただき、24 年からは理事として関わってき
ました。日本医師会には控除対象外消費税の問
題や救急車の有料化の問題、それから、働き方
改革や高額医薬品・医療材料の問題、医師の偏
在の問題などいろいろなテーマについて質問しま
した。県医師会においては木下敬介 会長、小田
悦郎 会長、河村康明 会長のリーダーシップのも
とで、郡市医師会勤務医の会費軽減、JMAT やま
ぐちの創設、それから医学生のための臨床研修病
院の見学実習、中高生のための医師職業体験、看
護学校の支援強化、産業医の研修の充実、新型コ
ロナウイルス感染症対策、記者会見などに関わっ
てきました。

　医療は社会的共通資本なので、さまざまな問
題に対処しなければなりません。県医師会には県
レベルの医療においてもさまざまな課題がありま
す。最大の課題は若手医師の不足です。この問題
に関しては当面、全力で力を注いでまいりたいと
思っております。他にも、がん検診の検診率や特
定健診の受診率の低迷、それから地域ごとに異な
る医療機関の連携システムの問題などありますの
で、そういったところにも少しずつ対応していき
たいと思います。私たち役員 20名は事務局職員
と力を合わせて、これまでの県医師会が改善を重
ねてきたことを受けついで、さらに新たな改善を
加えていきたいと思っております。代議員の先生
方におかれましては、叱咤激励、ご支援・ご協力
のほど、よろしくお願いいたします。本日はあり
がとうございました。

山口県医師会総務課内 会報編集係
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広 報 委 員広 報 委 員 　　 岸 本 千 種岸 本 千 種

　第 191 回山口県医師会定例代議員会（令和 4
年 6月 16日）を傍聴した。
　今回は役員の選任・選定があり、新会長に加藤
智栄 先生が選定された。副会長には、沖中芳彦 
先生と中村　洋 先生が選定された。
　令和 3年度事業報告・決算報告と、議案審議
は粛々と順調に進み承認された。コロナ禍で中止
やWeb 開催になった会議や行事が多かった中、
実施された事業のうち、印象的なものを下記に箇
条書きにした。

・郡市医師会保険担当理事協議会及び社保国保審
査委員との協議会は原則、集合形式により開催し
た（感染防止対策を図った上で）。
・高齢者・障害者施設や医療機関でのクラスター
発生時に患者搬送・医療支援をする対策チームへ
登録し、県が実施する訓練や研修会へ参加した。
・山口県糖尿病療法指導士講習会を年 4回開催
し、合格者 103 名を「やまぐち糖尿病療法指導士」
として認定した。
・オミクロン株による急速な患者増加に対応する
ため、郡市医師会を通して自宅療養者に対する健
康観察や診療に協力いただける医療機関の拡充
に努めた。
・山口大学医学部システムバイオインフォマティ
クス講座に「AI を用いた山口県におけるスギ花
粉飛散予測に関する研究」をお願いし、協力した。
・医療事故調査制度に係る管理者・実務者セミ
ナー（e-learning 日本医師会）に参加した。
・医療事務作業補助者の活用が、勤務医の負担軽
減に資することから、オンラインで研修会を開催
した。

・育児支援として保育サポーターバンク活用の広
報を行った。総相談件数は 200 件を超え、バン
ク登録者は 80名を超えた。
・第 104 回山口県医学会総会が 1年延期になっ
ていたが、今年 6月に岩国市で無事開催された
のも明るい話題である。

　加藤新会長の挨拶では、地域医療の連携システ
ムや若手医師に関する課題を取り上げられた。若
手医師の待遇改善にも関連して、医師の働き方改
革の稼働においても、外科医で勤務医の新会長は
頼もしい。

　質疑応答はなく、定例代議員会は 1時間で無
事閉会した。
　引き続き同じ会場で、山口県医師会表彰式が
あった。このたび退任された元役員や功労者の先
生方に、加藤会長から感謝状が贈呈された。喜寿
を迎えられた長寿会員の先生方も 4名出席され、
和やかな雰囲気であった。「医学医術に対する研
究による功労者表彰」の宮内善豊 先生が、受賞
者の皆様を代表して、活力に満ちた温かい挨拶を
された。

　今回は、いつもの県総合保健会館ではなく、湯
田温泉のホテルかめ福で開催された。リニューア
ルしたばかりの２階ロイヤルホールは、落ち着い
た色調で美しく、空調も音響も快適だった。１階
玄関の奥は、まだ工事の真っ最中で、ちょっと珍
しい眺めであった。でき上がったところから使い
始めるという考え方が柔軟かつ前向きで、今夏の
全館オープンが楽しみである。


